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インターネット
情報提供サービス
SNS やウェブサイトで様々
な情報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

情報メール「つながるのおがた」

緊急情報、イベント情報など

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!

□転入  178 人　□転出  104 人
□出生    27 人　□死亡    69 人

　令和 4 年 2 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,899 人（ － 315）
　〔うち外国人 567 人〕
　　男　26,357 人  （ － 188）
　　女　29,542 人  （ － 127）
■世帯数　27,378 世帯（ ＋ 52）
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記
念
碑
の
所
在
地

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
記
念
碑
と
異
な
り

わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

感
田
の
直
方
中
央
公
園
か
ら
国
道

２
０
０
号
線
へ
向
か
う
道
路
の
途
中
の
三

叉
路
を
右
折
し
て
市
営
住
宅
行ゆ

き
つ
ね常
団
地
や

明
治
屋
産
業
方
面
へ
向
か
う
道
路
の
右
手

は
谷
間
で
、
谷
底
は
是じ

い井
池い

け

と
い
う
溜
池

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
是
井
池
の
北
側
の
や
や
小
高
く
な
っ
た

木
立
の
中
に
阿
部
家
の
墓
地
が
あ
り
そ
の

中
に
阿
部
兄
弟
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
阿
部
健
蔵
（
兄
）
の
記
念
碑

　
墓
地
の
奥
に
あ
り「
敷ふ

英え
い
か
ん館
一い

ち
う塢
先
生

碑
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
華
道
東と

う
ざ
ん
り
ゅ
う

山
流

の
師
範
阿
部
健
蔵（
阿
部
兄
弟
の
兄
。

１
８
５
６
〜
１
９
４
０
）の
記
念
碑
で
す
。

　

阿
部
健
蔵
は
感
田
村
に
生
ま
れ
、
各

地
の
私
塾
で
学
び
明
治
八（
１
８
７
５
）

年
に
前
年
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
感
田

小
学
校
世
話
役
に
若
く
し
て
就
任
し
ま

し
た
。

　

明
治
十
二（
１
８
７
９
）
年
に
福
岡
の

華
道
東
山
流
に
入
門
し
、
や
が
て
師
範
と

な
っ
て
流
派
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
大
正
二（
１
９
１
３
）

年
に
華
道
の
弟
子
た
ち
が
建
立
し
ま
し
た
。

　

敷
英
館
と
は
健
蔵
が
小
野
牟
田
池
の

湖
畔
に
建
て
た
も
の
で
、
華
道
の
他
に
茶

道
や
礼
法
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
一

塢
は
健
蔵
の
雅
号
で
す
。

　
健
蔵
は
長
命
で
昭
和
十
五（
１
９
４
０
）

年
に
八
十
四
歳
で
没
し
ま
し
た
。

阿
部
慶
蔵
（
弟
）
の
記
念
碑

　
阿
部
健
蔵
碑
の
手
前
に
あ
り
ま
す
。

　
阿
部
慶
蔵（
弟
。１
８
６
５
〜
１
８
９
３
）

は
感
田
村
に
生
ま
れ
福
岡
師
範
学
校
を
卒

業
し
て
教
職
の
道
に
進
み
、
福
丸
高
等
小

学
校
を
経
て
直
方
尋
常
小
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
。

　

明
治
二
十
五
（
１
８
９
２
）
年
に

二
十
七
歳
の
若
さ
で
校
長
に
な
る
ほ
ど
前

途
を
嘱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
年
病

死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
明
治
三
十
四

（
１
９
０
１
）年
に
慶
蔵
の
夭よ

う
せ
つ折
を
惜
し
む

同
僚
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、「
阿
部

慶
蔵
君
紀
念
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

撰せ
ん
ぶ
ん文
は
秦
夜
雨
（
令
和
三・
２
０
２
１
年

の
第
８
１
回
で
紹
介
）に
よ
る
も
の
で
す
。

　

直
方
尋
常
小
学
校
は
明
治
八

（
１
８
７
５
）
年
に
直
方
南
・
直
方
北
小

学
校
と
し
て
同
時
に
設
立
さ
れ
、
明
治

十
八
（
１
８
８
５
）
年
に
両
校
が
統
合
し

て
翌
年
直
方
尋
常
小
学
校
が
発
足
し
ま
し

た
。
の
ち
大
正
三
（
１
９
１
４
）
年
に
再

び
直
方
南
・
直
方
北
尋
常
小
学
校
に
分
離

し
ま
し
た
。

　
慶
蔵
の
校
長
在
任
時
は
学
校
制
度
の
混

乱
期
で
心
労
も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
阿
部
家
の
墓
地
内
に
二
人
の
兄
弟
の
記

念
碑
が
並
ん
で
い
る
の
は
両
名
へ
の
信
望

の
現
わ
れ
と
言
え
ま
す
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
記
念
碑
巡
り

  
感
田
の
阿
部
兄
弟
の
記
念
碑

第第 8585 回回

阿部慶蔵記念碑（弟）
（感田　阿部家墓地内）

阿部健蔵記念碑（兄）
（感田　阿部家墓地内）
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